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■海上保安庁が認知した船舶事故及び船舶種類別
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海難船舶及び人身事故の発生状況と海難救助の実績の推移
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○救助員になるために

海上での
SOS（緊急通報）は!

　ボランティア救助員になるためには、全国４０の各地方水難救済会それぞれの規約に基づいて加入が必要です。
詳しくは、それぞれの地方水難救済会にお問い合わせください。

○ボランティア救助員の構成について

奉仕の精神に報いるために…

　全国のボランティア救助員は、約51,000人です。（令和2年3月末現在）
このうち、主力は漁業関係者で全体の80％を占めます。そのほか、ライフセーバーをはじめ、マリーナやプレジャーボート、ダイビ
ングなどの各種レジャー関係者の参加も最近では多くなってきました。

海上保安官署

警 察 署

消 防 署

海上保安官署や警察署等で対応が困難な場合等、
必要に応じ、地方水難救済会傘下の救難所に対し
て、「救助出動」の要請を行う。

海上保安庁　118番

警　　察  　110番
消　　防  　119番へ

又は最寄りの

海難だ！
いざ出動！
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■日本水難救済会における海難救助出動件数 注）日本水難救済会の件数等は、全国の地方水難救済会からの
　 報告に基づく件数等である。

■海難発生から救助出動までの流れ

船艇・航空機などに
より捜索・救助活動
の実施

警察消防官署・市町村

一般の人

救難所員

救難所（漁協・マリーナ等）

日本水難救済会 地方水難救済会

出動報奨、
災害補償

出動報告

救
助
出
動

出動報告

海難発生

救助要請 （緊急通報）SOS

救助・出動要請

通報から出動まで

海上保安官署
118（緊急電話）

救助指令

■ボランティア救助員について

救 助 出 動 報 奨 事 業

　日本水難救済会は、日本財団をはじめ海事関係団体の助成等を受けて、民間ボランティア救助員の献身的な海難救助行為に対し、
社会公共の感謝を表す報奨の意味で、出動したボランティア救助員に対して、一定の救助出動報奨金を交付する事業を行っています。

〈海上保安庁の「海難の現況と対策」より引用〉


